
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

ナ ノア
ー キテ クチ ャ に よる生体分子工学の新たな展開
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　ゲ ノ ム
・

タ ン パ ク質情報の蓄積な らび に構造 ・機能解

析法の 迅速化
t多様化 に伴 い ，我 々 は 生体を構成す る さ

まざまな機能性分子を，比較的容易に手にする こ とが で

きる ように な っ た．一方，それ らの 構造や機能を十分に

利活用す るに は，新 たな機能発現 の ため の 分子設計 と，

デ ザイ ン された分子が有効に機能 を発現す る場 の 設計が

鍵を握る．そ こ で，異なる階層で 生体分子をn在に設計

し，機能させ るため の ナ ノ ア
ー

キテ クチ ャ （ナ ノ レベ ル

で の バ イオ分子 ・材料構築）に 関す る最新の 研究 を取 り

上 げ，当該分野の 発展 の 方向性を探る べ くWS を企画し

た．本 WS で は敢えて 階層を明確に定義せ ず，講演者の

研究材料 や対象とす る系，あるい は ス ケ
ー

ル とい っ たさ

まざまな視点か らご講演を頂い た．以 下に その 要約を述

べ ，報告に代えさせ て頂く．

遺伝子融合技術に よ る ナ ノ磁性粒子表面の機能創生 と応

用展開　　　　　　　　　　（東京農工大学　吉野知子）

　磁性細菌が生合成するナ ノ サ イズの 磁性粒子 は，そ の

表面 タ ン パ ク質を遺伝子工学 的乎法に より改変可能であ

る点で，化学 的手法 で 調製され る一
般的な磁性粒子 と一

線を画す る．磁性細菌の Omics 研究の 成果を基 に，磁

性粒子表面に形成され る脂質膜中 に ア ン カ リ ン グ され る

タ ン パ ク質を分子設計する こ とで，磁性粒子表面に さま

ざまな タ ン パ ク質を，機能を保 っ たまま提示で きる こ と

が 示され た．磁性細菌内翻訳後修飾系の利用，タ ン パ ク

質提示 と非特異吸着を抑制する リ ン カ
ー

デ ザ イ ン など，

磁性粒｝表面におけ る ナ ノ アー
キテ ク チ ャ に関する 興味

深い 講演 で あ っ た，

近赤外光を用 い たバイオイメ
ージ ン グのためのナ ノ粒子

開発とその 応用　　　　　　（理化学研究所　座古　保）

　近赤外 （NIR ）領域 に於け る特定の 波 長領域 （800〜

1700nm ）は．生体に おける光損失の 少ない 「生体 の 窓」

として知られ，医療分野に おけ る バ イオイ メージ ン グの

重要なタ
ー

ゲ ッ トとな っ て い る．希土類 イオ ン が ド
ー

プ

された セ ラ ミ ッ ク ナ ノ粒子は NIR 領域で の励起 1発光が

可能 で あ り，そ の 表面 を適当な生体リ ガ ン ドで 修飾す る

こ と で ターゲ テ ィ ン グ能を付与する こ とが で きる，こ れ

とNIR 発光 を高感度に検出可能な CCD カ メ ラ を組み合

わせ る こ とにより，マ ウス の 加 卿 o イメ
ージ ン グや，大

腸が ん に おける NIR マ ーキ ン グなど，最新の 知見 と実

際 の 医療現場で の 応用例が報告された，

生体膜ダイナミクス を探る ・操る ・創る

　　　　　　（北陸先端科学技術大学院大学　高木昌宏）

　 近年注 目を集め て い る 生体膜上 で の ミ ク ロ ドメ イ ン

（ラ フ ト）形成に 対 し，独 自の 手法で細胞サ イズの 巨大

リ ボ ソ
ー

ム を構築 し，生体膜の構成成分を厳密に制御す

る こ と で，ラ フ ト形成が リボ ソ
ーム 上 で 再現 で きる こ と

が示された．さらに は，表と裏の脂質組成が異なる非対

称性 リボ ソ
ーム にお ける ラ フ トの 安定化，光に応答 して

構造 を変える脂質分子 の 組 み 込 み に よるラ フ トドメ イ ン

形成の 制御 の 可能性が示 された ．適切 な分子設計 と，生

細胞を使 っ た ラ フ ト形成の機構解明が融合した とき，脂

質集合系であるリボ ソ
ーム の マ ク ロ 構造をも入為的に変

えられる こ とが明確に示 された点 で，極め て 示唆 に 富ん

だ講演 で あっ た．

ペ プチ ドア レイを用いた機能性分子の探索と食物ア レル

ギー解析へ の展開　　　　　 （名古屋大学　大河内美奈）

　 ペ プチ ドは タ ン パ ク質よ りは る か に小さい が， Eとし

て遺伝情報を担 うDNA とは異な り積極的に機能発現す

る 分 了で あ り，化学合成 も可能 で あ る．こ れ を並 べ たペ

プチ ドア レ イは，安定性や検出感度の 上 で も非常 に優 れ

た大量解析用 バ イオ チ ッ プ で ある．臨床分野へ の応用例

として ，ミ ル ク抗 原の 配列 に基づ い て ペ プチ ドア レ イを

作成 して患者 の エ ピ ト
ープ解析 を行 っ た と こ ろ，高い 正

診率が得られた との 報告があ っ た．各種ア レ ル ギー検査

へ の応用 が期待され る．

バ イオ マ ス 分解の ナ ノ ア ーキ テ クチ ャ ：Clostridium

ceUutovorans セル ロ ソ
ー

厶の構造と機能相関

　　　　　　　　　　　　　　 （三 重大学　田丸　浩）

　 セ ル ロ
ー

ス を効率的に分解する超酵素複合体で あるセ

ル ロ ソ
ーム を生産する Ctostridium　reの ゲ ノ ム解析が米国

を中心 に 進め られ て きたが，演者らの グ ル ープ は世界に

先駆 けて C．cellulovorans の 全ゲ ノ ム 解読に成功 した．こ

の種が全部で 57種の セ ル ロ ソーム関連遣伝子を，また骨

格 タ ン パ ク質と して CbpA の 他 に コ ヘ シ ン 数 の 異 なる

CbpB，　 C を有して い る こ と，また これ ら遺伝子の 発現制

御機構や複合体再構築を目指す研究例などが報告され た．

タ ン パ ク質の分子配列ナノテクノ ロ ジーと光電変換素子

の形成　　　　　　　　　　　　（大阪大学　三宅　淳）

　 光合成 タ ン パ ク質と ヒ ドロ ゲ ナ
ー

ゼ （H2ase）を使 っ

た水素 生 産 な ど，タ ン パ ク 質分子 の 自己組織化を利用 し

た光電変換素子形成に つ い て取 り組ん で きた．そこ で は，

分 子の 方向性の 制御，タ ン パ ク質が基盤 と接触する こ と

に よる失活の 阻止，タ ン パ ク質と電極金属間の 電子伝達

の効率化な どが課題 となる，親水性チ トク ロ ーム の光合

成 タ ンパ ク質へ の 連結，Thiocapsaが生産す る安定で強

固なH2ase の利用，カーボ ンナノチュ
ーブ フ ォ

ーレ ス ト

へ の H2ase の 吸着複合体に よ る電子伝達の 飛躍的な向上

な ど，興味深 い 内容が盛 りだ くさんの 講演 で あ っ た．
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